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皆

さ
ん

の
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

・
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
の
屋
根

　
「
瀬
戸
内
海
（
燧
灘
）
に
浮
か
ぶ
島
」

・
小
ホ
ー
ル
か
ら
ふ
れ
あ
い
広
場
に
続
く
庇 ひ
さ
し

　
の
び
や
か
で
大
き
な
庇
は
、「
お
だ
や
か
な
瀬
戸
内
海
（
燧
灘
）」

・
３
本
ず
つ
並
ん
だ
柱

　「
太
鼓
台（
ち
ょ
う
さ
）祭
り
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
、ド
ン
♪
デ
ン
♪
ド
ン
♪
」

外
観
の
デ
ザ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
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施 設 概 要

イメージデザイン ライフアイデア

施設の愛称　ハイスタッフホール
（ＨＩＧＨ　ＳＴＡＦＦ　ＨＡＬＬ）

音
を
観
る
ま
ち

　
　
　文
化
芸
術
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ
ー
ル
を
目
指
し
て

特 集　ホールがまちを変える

観音寺市民会館（ハイスタッフホール）

４月１日 オープン

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち

　
　
　
　
　「
内
覧
会
」を
開
催
し
ま
す

観
音
寺
市
民
会
館
を
核
に

　
　「ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
」

大ホール

　１階席８５８席（うちバルコニー２２席、車椅子８席）

　２階席３４２席（うちバルコニー４０席、車椅子４席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計１，２００席

　楽屋　洋室６室（小１、中３、大２）、和室１室

文化振興課　☎２３−３９４３

小ホール

　１フロア３３４席（うち車椅子８席）

　楽屋　洋室３室（小１、中２）

休館日

　毎週月曜日、１２月２９日から１月３日まで

　（月曜日が休日および１日の場合は、開館します）

リハーサル室　１１５㎡（会議室としても利用可能）

練習室Ａ　２０㎡　　　スタジオＡ　１６㎡

練習室Ｂ　３０㎡　　　スタジオＢ　１６㎡

練習室Ｃ　２０㎡　　　会議室　　　７５㎡（多目的ホール内）

市民会館で聴こえるさまざまな「音」、

　　　　　　　観音寺市の「音」、

漢字の“音”を主なデザインイメージとし、

　　　　　　　音を観るというコンセプトで

　　　　　　　　　　　　デザインしました。

　　　　　　　ホールから音が広がっていく様子と

　　　　　　　　　　観音寺のイメージを融合させました。

　　　　　　　制作：ふるさと応援大使「大谷リュウジ氏」

●
日
時

　３
月
２６
日（
日
）

　午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　小
雨
決
行

●
注
意

　ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
が
、
一
部

立
ち
入
れ
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　（
予
約
は
不
要
）

　市の財産、観音寺市民会館を自主財源確保の観点から有効

活用し、得られた収入を会館で実施する文化事業費に充当す

ることを目的に、会館に愛称を付与する権利（ネーミングラ

イツ）を取得するスポンサー企業が決定しました。

　　　　スポンサー企業　株式会社ヤマダ工芸

　　　　付与期間　平成２９年４月１日～平成３４年３月３１日

ふれあいロビー　４００㎡

ふれあい広場　　３００㎡（屋外、庇
ひさし

の下）

駐車場（無料）　３７９台（車椅子６台含む）

多目的ホール　５８０㎡　最大４００席（椅子のみ）

　　　　　　　舞台あり。専用の音響、照明設備なし

　い
よ
い
よ
、
観
音
寺
市
民
会

館
（
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
）
が
、

４
月
１
日
（
土
）
に
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　施
設
は
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
県
内
で
の
実
績
（
県

民
ホ
ー
ル
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

等
）
も
あ
り
複
数
の
施
設
の
指

定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
、

穴
吹
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式

会
社
が
管
理
運
営
し
、
ま
た
株

式
会
社
四
国
舞
台
テ
レ
ビ
照
明

が
照
明
・
音
響
・
舞
台
業
務
を

行
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
歌
舞
伎
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
の
公
演
を
行
っ
た
り
、

市
内
の
文
化
芸
術
団
体
の
支
援

や
演
出
家
、
舞
台
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
舞
台
芸
術
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
す
ぐ
れ
た
文
化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
や
親
し
む
機
会
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
市

民
会
館
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ

る
市
民
会
館
開
館
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
広
報
か
ん
お
ん
じ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
集
ま
る

　市
民
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た

り
気
軽
に
語
り
合
え
た
り
す
る

空
間
を
つ
く
り
、
来
館
者
で
に

ぎ
わ
う
憩
い
の
場
と
す
る

交
流
す
る

　さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
集
客
を

図
り
、
市
街
地
と
の
交
流
活
性

化
へ
つ
な
げ
る

創
造
す
る

　多
様
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
つ
く
り
、
文
化
芸
術
を

底
上
げ
し
て
、
市
民
の
文
化
芸

術
創
造
活
動
へ
つ
な
げ
る

育
て
る

　子
ど
も
た
ち
が
自
ら
発
表
す

る
場
を
つ
く
り
、
文
化
芸
術
に

対
す
る
心
を
育
み
、
感
性
を
磨

く 発
信
す
る

　観
音
寺
市
の
魅
力
や
西
讃
地

区
の
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と

す
る

特集 ホールがまちを変える
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練習室Ａ　少人数のミーティングにも最適！

練習室Ｂ　歌や楽器の練習に！

スタジオＡ　完全防音で、録音もできます。

大階段
　ホールへはこちらを通って２階から入ります。

リハーサル室
　ダンスの練習や舞台稽古など

　さまざまな用途に使えます。

ふれあいロビー
　ロビーコンサートを計画しています。

玄関

玄関
ふれあい
ロビー

ふれあい広場

大楽屋　舞台への導線もスムーズです。水屋も備えています。

多目的ホール
　旧観音寺南小学校の体育館をリニューアル

　しました。

　展示・販売や各種大会にも利用できます。

１階
特集 ホールがまちを変える
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音響性能に優れ、使いやすい大きさです。

客席が２階建てになりました。

迫力の舞台を間近で見ることができます！

バルコニー席が新たに

設置されています。

舞台も大きくなりました。

木と杉板目のコンクリートを主体とした内装です。

フローリングの床は、

　　木のぬくもりが感じられます。

左右の石積みの壁が洞窟のような雰囲気で、
他に類を見ない内装です。

２階

３階階段

２階踊り場

トイレ

特集 ホールがまちを変える
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レモングラス

豊浜さわやかコーラス

混声合唱団グリーンエコー大野原

コール花の輪・みとよ

混声合唱団フロイデ

三豊中学校吹奏楽部

中部中学校吹奏楽部

開館から１年を通して行う「開館記念事業」

観音寺小学校音楽クラブ

柞田小学校合唱部

観音寺中学校吹奏楽部

観音寺第一高等学校コーラス部
常磐小学校合唱クラブ

中部中学校合唱部
観音寺中央高等学校吹奏楽部

観音寺第一高等学校吹奏楽部

　４月１日（土）のオープニングを飾る市民参加のコンサ

ートが、観音寺市民会館大ホールで開催されます。市内

の小学生から大人までが、合唱や吹奏楽を披露し、新し

いホールに美しい歌声や楽器の音色が響き渡ります。

コンサートに向けて、仲間と心を一つに練習する参加者

の皆さんを紹介します。

　　　　　　　　　①開館記念コンサートへの意気込み

　　　　　　　　　②新市民会館に寄せて

開館記念コンサートで
　歌います　演奏します

①来てくれた人が笑顔になっ
てくれるように歌いたい

②地域の人がつながり、楽し
める場所になってほしい

①貴重な経験ができることに感謝し、精一杯演奏したい
②プロの演奏など、本物の音楽に触れる機会が増えてほ

しい

①大きなホールで来場者の人
にも楽しんでらえるよう歌
いたい

②こけら落としの記念となる
日に出場できてうれしい

①息を合わせて、一人ひとり
の心に届くように歌いたい

②イベントを通して市全体が
元気に盛り上がってほしい

①心を一つに練習の成果が出
るように精一杯演奏したい

②文化芸術を通して、他校の
生徒たちとも交流できる場
になることを期待している

①来ている人の心に残るような
歌声を伝えたい

②歌手のコンサートを観たり、
多くの人が集まって歌ったり
できる場所になってほしい

①練習の成果を発揮してホール
に歌声を響かせたい

②大きくきれいな新しい市民会
館で行われるたくさんのイベ
ントが楽しみ

①普段は別々に活動している５つのグループが一つになり、昨年７月から練習を重ねて
きました。中・高生の合唱部も加わり約１００人のメンバーが歌声をお届けします。ブ
ラスバンドの演奏で、みんなで声を合わせて華やかに楽しく歌います。

②近隣には、このようなホールがないので、多くの人が利用してまちを盛り上げてもら
いたいと思います。文化の向上やいろいろな人の活躍につながるよう願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー代表　石村元子さん

①人生の中でも貴重な機
会、全力で歌いたい

②オーケストラやミュー
ジカル、バレエの公演
を観てみたい

①迫力ある演奏と息の合ったとこ
ろを聴いてほしい

②子どもからお年寄りまでみんな
が参加できるようなイベントを
たくさんして盛り上がってほしい

①練習の成果が出るように精一
杯演奏したい

②豪華なホールが近くに出来た
ので良い環境で演奏したい

①基礎力を固めて本番に
つなげたい

②オープンにふさわしい
演奏をしたい

大野原中学校音楽部

特集 ホールがまちを変える
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　のりあいバスの利用者の皆さんから「非常に助かっている」との声と

ともに「目的地までの乗車時間が長い」「乗り継ぎができない」「時刻表ど

おりバスが来ない」などのいろいろな声もいただいてきました。

　そこで、目的地までの所要時間の短縮や乗り継ぎ等の利便性を高める

ために路線を変更し、４月１日から新路線で運行します。伊吹線は今ま

でどおりの路線で運行します。

路線の変更点
●伊吹線を除く路線が４路線から５路線となり、

全ての路線が「観音寺市役所」「観音寺市民会

館」「ＪＲ観音寺駅」「三豊総合病院」を通りま

す。一度乗り継げば市内各所に行けるように

します。

これまでと変わらないところ
●乗車料金＝１回１００円

　（小・中学生が通学にのりあいバスを利用する

場合や就学前の子どもは無料）

●運休＝日曜日と１２月２９日～１月３日

　　　　（伊吹線は祝日も運休）

●身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健

福祉手帳を持っている人は降車の際、運転手

に見せると、乗車料金を免除します。

●必ずバスの走行車線側で待ってください。

●バス停以外でも乗降できるフリー乗降制度は

継続して行います（国道１１号を除く）。

●回数乗車券も引き続き販売します（４月１日

以前に購入した回数乗車券もそのまま使用で

きます）。

●現在の大きく迂回するルートを他の路線に振

り替え、直線的な分かりやすい路線にします。

●新しくなった５路線間だけでなく、伊吹航路、

ＪＲ、三豊市のコミュニティバスとも乗り継

ぎしやすいようにします。

〇新しい時刻表は、広報かんおんじ４月号と一

緒に配布します。

地域支援課　☎２３－３９４９

４月１日から のりあいバスの
　　　　　　 　路線が変わります！
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　「観音寺市認知症高齢者等

徘徊ＳＯＳネットワーク」

とは、認知症等の症状によ

り徘徊のおそれのある高齢

者が行方不明となった場合

に、家族等からの依頼を受

け、身体的特徴や服装など

の情報を防災無線放送やメ

ール（観音寺ホッとメール）

配信することで、地域の皆

さんや関係機関の協力をい

ただき、行方不明者の早期

発見を目指すものです。

協力者になるには
　協力の意思がある人なら誰でも参加することができ

ます。事前に、観音寺ホッとメールの登録をし、行方

不明者の情報を受け取ったときは、可能な範囲で、発

見や保護のための情報提供をお願いします。

●７０歳以上７５歳未満の運転者は更新時の高齢者講習が３時間から２時間に短縮されます。

●７５歳以上の運転者が、認知機能が低下したときに起こしやすい一定の違反行為をすると、

「臨時認知機能検査」を受けなければなりません。

●臨時認知機能検査を受け「認知機能が低下しているおそれがある」と判断されると、「医

師の診断」または「臨時高齢者講習（個別指導と実車指導）」を受けなければなりません。

問い合わせ先　観音寺警察署　☎２５－０１１０

高齢者講習が変わります

75 歳以上の運転者の皆さんへ

依頼者になるには
　事前に観音寺市認知症高齢者等徘徊

ＳＯＳネットワーク事業に登録してお

くと、行方不明となった場合に、円滑

に捜索を開始することができます。

対象者

市内に居住し、認知症等により徘徊

のおそれのある高齢者等（介護保険

施設等の入所者を含む）

申請方法

高齢介護課、各支所に配置している

観音寺市認知症高齢者等徘徊ＳＯＳ

ネットワーク事業登録申請書に必要

事項を記入し、提出してください。

詳しくは、問い合わせてください。 ■対象者（全ての要件を満たす人）

　・市内に住所があり運転免許証を自主返納した人

　・運転免許自主返納時に満６５歳以上の人

　・運転免許証を自主返納して５年を経過していない人

■支援内容

　観音寺市のりあいバス回数乗車券（１万円分）

　※交付は１回限り

■申請に必要なもの

　「申請による運転免許の取消通知書」または「運転経歴

証明書」と印鑑

■交付

　申請後、「決定通知書」と「受領書」を郵

送します。「受領書」に必要事項を記入、押

印して「決定通知書」と一緒に下記まで持

参してください。

　その他の高齢者運転免許自主返納者優遇

制度は香川県ホームページで確認できます。

　香川県　交通安全のページ　検索

■申し込み・問い合わせ先

　地域支援課　☎２３－３９４９

更新手続き 一定の違反をしたとき（信号無視など）
認知機能検査（記憶力・判断力の簡易検査）

高齢者講習
（３時間）

高齢者講習
（２時間）

免許更新

低くなっている

医師の診断

免許取り消し
免許停止等

認知症
と診断

認知症
ではない

心配ない少し低くなっている

　　 臨時認知機能検査（更新時と同じ検査）

前回より結果が
悪化した場合のみ

免許継続

低くなっている

医師の診断

免許取り消し
免許停止等

認知症
と診断

認知症
ではない

心配ない少し低くなっている

１）空メールを送信（件名・本文は不要）

　　ｅｎｔｒｙ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐへメールを送信

２）返信メールを受信

　　「観音寺ホッとメール受付」という返信メールが届く

３）ＵＲＬにアクセス

　　メール本文中にあるＵＲＬに接続

５）完了メールの受信

　　「登録完了」のメールが届き登録完了

４）登録

登録画面が表示されたら利用規約を確認後、「くら

しの情報」の配信情報を選択（「くらしの情報」の

「市からのおしらせ」で行方不明情報を配信）

　すでに、登録をしている人は、再度登録する必要は

ありません。

「観音寺市認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク」 ３月１２日から道路交通法が一部改正されます

運転免許証を自主返納した
　　　　　　６５歳以上の人に
のりあいバス回数乗車券
　　　　　　  を交付します

皆さんの協力をお願いします

問い合わせ先

高齢介護課高齢者福祉係　☎２３－３９６８

新設

臨時高齢者講習

新設

（　）内は昨年

市内の交通事故 １／１～１／３１

発生件数 ３３件（２７件）

死 者 数 　０人（　１人）

負傷者数 ３７人（３４人）
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おめでとうございます
平成２８年度
　人権作品最優秀賞

　私
が
、
十
三
歳
の
春
に
、
大

好
き
だ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
庭
の
植
物
を
育
て
て

い
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

毎
日
朝
ご
飯
と
晩
ご
飯
を
作
っ

て
く
れ
た
り
と
、
歳
の
わ
り
に

と
て
も
元
気
で
し
た
。
だ
か
ら

私
は
ま
だ
死
ぬ
は
ず
な
い
と
勘

違
い
を
し
て
、
酷
い
こ
と
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
も
う
歳
だ
か
ら
、
少
し

耳
が
遠
か
っ
た
の
に
、
私
は
一

度
言
っ
て
聞
こ
え
て
い
な
く
て
、

聞
き
返
し
て
来
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
無
視

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
変
な

こ
と
を
し
た
後
で
も
、「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
な
と
思
え
ま
す
。

　私
は
小
さ
い
時
に
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
が
す

ぐ
言
え
る
か
ら
い
い
子
や
ね
」

と
、
言
わ
れ
て
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
今
で
も
「
あ
り
が
と
う
」

と
す
ぐ
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
学
校
で
も
言
え
る
機
会
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
プ
リ
ン

ト
を
配
っ
て
く
れ
た
時
、
自
分

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
時
、

勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
時
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の

さ
さ
い
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

を
続
け
て
積
み
重
ね
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

お
年
寄
り
か
ら
の
「
あ
り
が
と

う
」
が
聞
き
た
く
て
動
い
て
い

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
少
し
時
間
が
経
ち
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
倒
れ
ま
し
た
。
二
週

間
入
院
し
ま
し
た
が
、
意
識
が

戻
ら
な
い
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
た
く
さ
ん
泣
い
て
、

た
く
さ
ん
後
悔
し
ま
し
た
。
年

を
と
っ
て
い
る
か
ら
目
が
悪
く

な
っ
た
り
、
耳
が
悪
く
な
っ
た

り
不
自
由
な
と
こ
ろ
が
で
て
く

る
の
は
、
あ
た
り
ま
え
な
の
に
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
お
世
話
に
な

っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
優
し
く

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　そ
れ
か
ら
私
は
、
相
手
の
気

持
ち
に
な
り
、
少
し
く
ら
い
自

分
は
つ
ら
く
て
も
我
慢
す
る
と

笑
顔
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
大
切
に
で
き
な
か
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
、

他
の
人
を
大
切
に
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
そ
う
し
て
過
ご
し

て
い
る
中
、
中
三
の
夏
に
「
社

会
福
祉
施
設
体
験
」
と
い
う
行

事
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
を
介
護

す
る
施
設
で
、
一
日
仕
事
の
内

容
を
体
験
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
私
に
は
ま
だ
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
両
親
も
い
る
か
ら
、
参
加

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
は
、
お
年
寄
り
と
話

を
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

た
ん
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
体

験
学
習
で
最
後
に
花
火
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
は
自

分
で
火
が
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
、

火
を
つ
け
た
花
火
を
私
た
ち
が

も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
家
族
の
方
か

ら
も
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

自
分
だ
け
が
楽
し
ま
ず
、
周
り

に
気
を
配
る
と
い
う
大
切
さ
も

学
び
ま
し
た
。

　今
ま
で
の
中
学
校
生
活
は
私

を
と
て
も
大
き
く
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。「
失
っ
て
か
ら
そ

の
大
切
さ
に
気
付
く
」
と
い
う

よ
う
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
も
っ
と
一
緒
に
い
た
か
っ

た
け
れ
ど
、
最
後
に
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
か
ら
そ
れ
ま
で
気
付
け
な

か
っ
た
も
の
を
教
え
て
も
ら
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
、
体
験
に
も
参

移
動
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
一
日
、
お
年
寄
り
の

方
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
目
標

に
一
日
過
ご
し
ま
し
た
。
話
を

自
分
か
ら
積
極
的
に
し
ま
し
た
。

一
度
言
っ
て
聞
こ
え
て
い
な
か

っ
た
ら
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く

り
と
話
し
ま
し
た
。
移
動
介
助

や
、
食
事
介
助
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
面
倒
く
さ
い
と
思
っ

た
り
、
嫌
だ
と
思
っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
か
ら
参
加
し
て
い
る
か
ら

あ
た
り
ま
え
な
の
で
す
が
、
次

は
何
を
し
た
ら
い
い
か
な
ぁ
と

考
え
、
職
員
の
人
に
聞
い
た
り
、

自
分
で
す
る
こ
と
を
見
つ
け
た

り
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
私

は
、
お
年
寄
り
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
で
き
て
い
た
と
思
い
ま

す
。　私

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
自
分
か

ら
、
気
持
ち
よ
く
動
く
こ
と
が

で
き
た
の
か
考
え
ま
し
た
。
す

る
と
一
つ
分
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
変
な
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
に
小

さ
な
親
切
を
し
て
も
、
お
年
寄

り
の
方
は
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
に
は
と
て
も
不
思
議
な
力

加
し
て
、
お
年
寄
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
た
く

さ
ん
の
方
と
出
会
え
ま
し
た
。

今
で
は
、
相
手
の
笑
顔
を
見
る

た
め
に
、
自
分
か
ら
行
動
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　親
切
を
し
て
嫌
な
気
持
ち
に

な
る
人
は
い
な
い
し
、
さ
れ
て
、

嫌
な
人
も
い
ま
せ
ん
。
今
は
大

変
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
し

て
き
た
親
切
は
い
ろ
ん
な
形
で

自
分
に
返
っ
て
き
ま
す
。
人
は

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

一
人
で
生
ま
れ
、
一
人
で
死
ぬ

な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
こ

れ
か
ら
、
自
分
も
支
え
合
っ
て

い
る
一
人
な
ん
だ
と
思
い
、
人

種
や
性
別
、
年
齢
な
ど
関
係
な

く
、
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る

優
し
い
心
を
持

ち
た
い
で
す
。

（
原
文
ど
お
り
）

最優秀人権作文（中学生の部）

優しい心
中部中学校３年　岡田 凌輔 さん

おめでとう
　　ございます

平成２８年度
　人権作品優秀賞

香川西部養護学校 3 年
石川　幸来さん

観音寺小学校 6 年
大谷　奈美さん

　近
年
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
防

災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
、
大
震
災
や

台
風
な
ど
、
多
く
の
自
然
災
害

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　災
害
発
生
時
の
対
応
で
は
、

力
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
が
多

く
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
体
制
は

男
性
主
導
で
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
避
難
所
生
活
で
授

乳
や
着
替
え
を
す
る
た
め
の
場

所
が
な
か
っ
た
り
、
衛
生
用
品

な
ど
の
生
活
必
需
品
が
不
足
し

た
り
す
る
な
ど
、
男
女
で
必
要

な
も
の
に
違
い
が
あ
る
に
も
か

わ
ら
ず
、
女
性
へ
の
配
慮
が
欠

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
当
然

の
よ
う
に
食
事
の
準
備
や
清
掃

な
ど
が
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
避
難
所
の
運
営
自

体
が
男
性
中
心
だ
っ
た
た
め
、

女
性
の
要
望
が
重
要
視
さ
れ
ず
、

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
強

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

最
近
で
は
災
害
対
応
の
現
場
で

女
性
が
活
躍
し
、
支
援
の
手
が

届
き
に
く
い
高
齢
者
や
乳
幼
児

な
ど
へ
の
細
や
か
な
配
慮
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
被
害
者
支
援
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　防
災
分
野
に
お
い
て
、
女
性

が
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
認

識
し
、
女
性
の
意
思
決
定
の
場

へ
の
参
画
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
平
常
時
か
ら

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
　

　女
性
が
男
性
と
と
も

に
力
を
発
揮
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
防
災

力
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　自
殺
対
策
強
化
月
間
は
、
例

年
３
月
に
自
殺
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、
平
成
２２
年
に
国
に
お
い

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
動

態
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
２７
年

の
自
殺
者
数
は
全
国
で
約
２
万

４
千
人
、
そ
の
う
ち
香
川
県
は

１
６
２
人
、
観
音
寺
市
は
８
人

で
す
。
自
殺
者
の
原
因
の
多
く

が
社
会
的
要
因
に
よ
り
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
で
、
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
社
会
的
な
問
題
で

す
。
自
殺
前
に
は
多
く
の
場
合
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
が
出
て
い
ま

す
。
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
や
周
囲
の
人
が
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
ま
ず
は
誰
か
に
話
し

て
み
る
、
そ
し
て
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

う
つ
病
と
は
？

　自
殺
と
関
係
の
深
い
「
う
つ
病
」

は
誰
で
も
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
で
す
。

こ
ん
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続

い
た
ら
要
注
意
！

○

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
こ

と
が
楽
し
く
な
い

○

眠
れ
な
い
、
朝
早
く
目
覚
め
る

○

自
分
は
役
に
立
つ
人
間
と
思

え
な
い

○

食
欲
不
振

　

○

頭
痛
・
頭
が
重
い

○

毎
日
の
生
活
に
張
り
が
な
い

○

憂ゆ
う
う
つ鬱
で
気
分
が
重
い

　

○

便
秘
や
下
痢
を
す
る

○

注
意
力
や
集
中
力
の
低
下

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す

○

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

３
月
１
日
（
水
） 

（
毎
月
第
１
水
曜
日 

午
後
１

時
～
午
後
３
時
）

市
役
所
１
階
相
談
室

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

○

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

平
日

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

３０
分
（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）

香
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
３

−

５
５
６
０

○

医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

３
月
２２
日
（
水
）

（
毎
月
第
４
水
曜
日 

午
後
１

時
４５
分
～
）

香
川
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

　
地
域
の
防
災
力
向
上
に
女
性
の
力
を

３
月
は
自
殺
対
策

　強
化
月
間
で
す

注
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　家
族
で
市
外
に
転
出

す
る
予
定
で
す
。
乳
児

の
健
康
診
査
受
診
票
や
予
防
接

種
の
予
診
票
は
転
出
先
で
も
使

え
ま
す
か
。　現

在
持
っ
て
い
る
受

診
票
お
よ
び
予
診
票
は
、

観
音
寺
市
に
住
所
が
あ
る
人
し

か
使
え
ま
せ
ん
。
転
出
先
の
自

治
体
へ
問
い
合
わ
せ
、
交
換
等

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
各
自
治
体
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課
☎
２３

−

３
９
６
４

　現
在
、
観
音
寺
市

の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

は
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す

る
予
定
で
す
。
国
民
健
康
保
険

に
関
し
て
必
要
な
手
続
き
は
あ

り
ま
す
か
。　健

康
増
進
課
の
窓

口
で
、
国
民
健
康
保

険
を
離
脱
す
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
限
り
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
喪
失

さ
れ
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
も

か
か
っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

○

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

○

新
た
に
職
場
で
交
付
さ
れ
た

健
康
保
険
被
保
険
者
証

○

印
鑑

　○
年
金
手
帳

○

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
分
か
る
も
の

　子
ど
も
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を
紛

失
し
、
個
人
番
号
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
の
再
発
行
を
し

て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
の
申
請

は
、
市
民
課
や
各
支
所
で
で
き

ま
す
。

①
申
請
に
は
、
法
定
代
理
人

（
親
権
者
）
の
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）、

印
鑑
、
子
ど
も
の
保
険
証
と

医
療
の
受
給
者
証
な
ど
２
点
、

手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。

②
申
請
か
ら
約
１
カ
月
後
に
総

務
省
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
で

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
早
急
に
個
人
番
号
を

確
認
し
た
い
と
い
う
場
合
は
、

個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
場
合
は
、
法
定
代
理
人
（
親

権
者
）
の
本
人
確
認
書
類
と
印

鑑
、
手
数
料
３
５
０
円
が
必
要

で
す
。

　
　市
民
課
☎
２３

−

３
９
２
４

　退
職
後
、
時
間
が
で

き
た
の
で
野
菜
や
花
を

自
家
栽
培
し
た
い
が
、
農
地
が

あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
菜
園
の
た

め
に
農
地
を
借
り
る
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　市
に
は
農
家
以
外
の

人
に
、
野
菜
や
花
作
り

の
経
験
を
通
し
、
土
に
親
し
み

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
貸

付
農
園
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

農
園
が
あ
り
ま
す
。

○

場
所

大
野
原
町
大
野
原
１
２
３
７

番
地
（
辻
中
自
治
会
館
隣
）

○

面
積

　１
区
画
２８
～
３１
㎡

○

料
金
（
年
額
）

　一
区
画
当
た
り
３
０
０
０
円

○

貸
付
期
間

　４
月
１
日
～
３
月
３１
日

　（
１
年
契
約
、
更
新
可
）

○

対
象

　市
内
在
住
の
人

○

設
備

　給
水
設
備
、
駐
車
場

　申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課
☎
２３

−

３
９
３
１

　ま
た
国
民
健
康
保
険
離
脱
の

手
続
き
は
、
家
族
な
ど
代
理
の

人
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
増
進
課
☎
２３

−

３
９
２
７

　市
に
対
し
て
意
見
や

質
問
が
あ
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　「
市
長
へ
の
手
紙
」

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な

ご
意
見
や
ご
提
案
に
市
長
が
直

接
目
を
通
し
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
部
局
に
指
示
す
る
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
専

用
の
記
入
用
紙
と
封
筒
、
投
函

箱
は
、
本
庁
舎
の
市
民
課
前
待

合
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
匿
名
の
場
合
に
は
、
返
答

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る

限
り
氏
名
や
連
絡
先
等
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
市
へ
の
ご
意
見
や
ご

質
問
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
へ
の
ご

意
見
・
ご
質
問
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　秘
書
課
☎
２３

−

３
９
１
５

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

質
問
・
ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

　平
成
２９
年
度
（
平
成
２８
年
中

の
収
入
・
所
得
）
の
市
民
税
・

県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等

の
申
告
に
関
す
る
申
告
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　申
告
の
詳
し
い
内
容
は
広
報

か
ん
お
ん
じ
１
月
号
４
、
５
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○

平
成
２８
年
中
に
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
っ
た

人
○

源
泉
徴
収
さ
れ
た
給
与
所
得

の
み
の
人
は
申
告
が
不
要
で

す
が
、
次
の
①
～
③
に
該
当

す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

①
農
業
や
家
賃
、
生
命
保
険
一

時
金
、
年
金
、
損
害
保
険
返

戻
金
な
ど
の
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
る
人
（
給
与
以
外
の

所
得
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す

が
、
市
・
県
民
税
は
所
得
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
が
必
要
で
す
）

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る
人

や
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

人
③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

○

平
成
２８
年
中
の
収
入
が
な
い

場
合
で
も
、
次
に
該
当
す
る

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
申
告
を
し
て
い
な

い
と
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

人
・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
や
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

資
格
の
認
定
を
受
け
る
人

・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

交
付
が
必
要
な
人

　平
成
２８
年
分
の
申
告
か
ら
、

確
定
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
の
際
に
は
、
本

人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付

（
税
務
署
で
は
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
）
が
必
要
で
す
。

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　持
っ
て
い
る
人

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
み

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

　
　
　
　持
っ
て
い
な
い
人

・
通
知
カ
ー
ド
等
＋
運
転
免

許
証
や
保
険
証
等
の
身
元

確
認
書
類

※
扶
養
親
族
に
つ
い
て
も
申

告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す
。

　観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　☎

２５

−

２
１
９
１

市民税・県民税
国民健康保険税等

の申告
税務課市民税係　☎２３－３９２２

　申
告
が
必
要
な
人

問い合わせ先

受付日 受付会場
申　　告　　受　　付　　地　　区

午前（９：００～１２：００）　　 午後（１３：００～１６：００）　　

３月１日（水） 大野原
中央公民館
３階講義室

（大野原支所）

赤岡、東村 中央、安井

２日（木） 花稲北、本村 中林、先林

３日（金）
市役所２階
２０３会議室

茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、青柳、
三架橋通、駅通、栄町、昭和町、七間橋、
中洲、中新、若宮、春日、大和、上若

４日（土） 伊吹支所 伊吹町 伊吹町

６日（月）

市役所２階
２０３会議室

南町、港町、西本町、蛭子、琴浪町、
瀬戸町、三本松町

植田町

７日（火） 流岡町 村黒町、出作町

８日（水） 新田町　 池之尻町

９日（木） 原町、柞田町（中出、上出）　 柞田町（黒渕、下出）　　

１０日（金） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）

１３日（月）
粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、
木之郷町

粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

１４日（火） 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町

１５日（水） 室本町、高屋町（西上、西下） 高屋町（西上、西下以外）

平成２９年度（平成２８年分）申告相談日程表

申
告
相
談（
確
定
申
告
）時
の

　
　
　
　
　
　
　
　お
願
い
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　その他にも、自治会は地域内の各種団体と

協力して活動しています。

　自治会への加入方法など、詳しくは地域の

自治会や各公民館へ問い合わせてください。

問い合わせ先　地域支援課　☎２３－３９４９

　平成２９年度からコンビニエンスストアと四

国４県内の郵便局・ゆうちょ銀行でも市税が

納付できるようになります。納付書は期別ご

とに１枚１枚分かれているので（単票形式）、

期別を間違えないよう、納期限をよく確かめ

て、金融機関またはコンビニエンスストアな

どで納付してください。

　対象となる税目

○市県民税（普通徴収）

○固定資産税・都市計画税

○軽自動車税

○国民健康保険税（普通徴収）

　進学や就職などで引っ越しをした人は、原

則、引っ越し先の寮やアパートなどが住所地

になります。住民票は、選挙人名簿など各種

の登録や行政サービスにつながる大切な情報

ですので、忘れず移しましょう。

引っ越しをした人は注意が必要です！

　選挙で投票する場合は、原則として住民票

のある市区町村ですることになります。

　異なる市区町村に転出した人で、住民票を

移していない、または住民票を移して３カ月

経過していない場合は、新しい住所地では投

票できません。

引っ越して３カ月経たずに選挙があるときは

　国政選挙では、旧住所地に３カ月以上住ん

でいる場合は、投票日当日に、旧住所地の投

票所で投票するか、投票日前でも旧住所地の

期日前投票所で投票することができます。選

挙期間中に旧住所地に行くことができない場

合は、不在者投票を活用できます。

※都道府県や市区町村の選挙は、区域外に転

出すると、投票をすることはできません。

　年度末・年度初めの日曜日に住民異動な

どの手続きができるように、次の日曜日に

市役所の窓口を一部開庁します。

３月２６日（日）、４月２日（日）

午前８時３０分～午後５時１５分

　  　　　（本庁のみ実施）

　市民課　　　　　☎２３－３９２４

　税務課　　　　　☎２３－３９２２

　健康増進課　　　☎２３－３９２７

　子育て支援課　　☎２３－３９６２

　学校教育課　　　☎２３－３９３８

他市町村に連絡や確認が必要な業務は、

対応できない場合があります。詳しくは

各担当課へ問い合わせてください。

　自治会は、その地域に住む人たちが会費や運営方

法などをみんなで決めて活動する自主的で自立した

団体で、地域コミュニティの中心的役割を担ってい

ます。しかし近年、都市化の進展や若者世帯のアパ

ート住まいなどが影響し、自治会未加入世帯の増加

などにより、地域のつながりが希薄化しています。

さらに地域が本来もっている相互扶助の機能が低下

してきており、自治会の再編やコミュニティの単位

の規模拡大等の検討が必要になっています。

交通事故を防止するた

めの活動や犯罪からま

ちを守るための防犯パ

トロールなどを実施

地震等による災害に備え、

自主防災組織による防災

訓練を行うことで、災害

時の助け合い活動の向上

が期待できる

地域の祭りや運動会などのイ

ベントに参加して、住民同士

の親睦を深めることで、ふれ

あいのあるまちづくりができ、

隣近所でお互いに支え合う関

係ができる

自治会広報紙の発行や市

役所等からのお知らせの

回覧など、地域の身近な

情報を提供し、情報の共

有を図っている

ゴミ集積所の管理と清

掃、道路や公園などの

清掃、花の植栽など

　注　意

　次の場合はコンビニエンスストアでは納

付できません。

○金額を訂正したもの

○バーコード印字がないもの

○バーコードの読み取りができないもの

○納付額が３０万円を超えるもの

○利用期限が過ぎたもの

　四国４県内の郵便局・ゆうちょ銀行での

納付も納期限を過ぎるとできません。

　問い合わせ先

　税務課収納係　☎２３－３９２２

【不在者投票の手続き】

①投票用紙の請求　

　「投票用紙等請求書兼宣誓書」に必要事項を記

入し、選挙人名簿に登録されている選挙管理委

員会に郵送してください。請求書は市ホームペ

ージからもダウンロードできます。

②投票用紙等（次の３点）の受け取り

　・投票用封筒

　・投票用紙

　・不在者投票証明書

③不在者投票

　郵送された②の投票用紙等を開封せず、その

まま最寄りの市区町村の選挙管理委員会に持参

し、係員の指示に従って投票をしてください。

※投票用紙にあらかじめ記入したり、不在者投

票証明書を開封したりすると無効になります

ので注意してください。

　投票先の選挙管理委員会の場所や受付時間等

を確認の上、郵便でのやりとりがありますので

余裕をもって手続きをしてください。

問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　☎２３－３９４５

今月の開催予定
●公文書写学習者作品展および競写会

　日時　３月１９日（日）午前９時～　※無料

　場所　豊浜公会堂

　主催　公文観音寺豊中書写教室

　問い合わせ先

　　　　☎０９０－４４７２－４９３５（土田）

●第３１回しらゆり会ピアノ発表会

　日時　３月１９日（日）午後１時開演　※無料

　場所　観音寺グランドホテル パールの間

　主催　しらゆり会

　問い合わせ先

　　　　しらゆり会事務局　☎２３－２７３８

　冠事業とは、４月１日に開館する市民会館を開

館前に広くアピールすることを目的に、市内で活

動している文化芸術団体が、指定する冠称を付け

実施する事業のことです。

　そのような中で、平成２８年４月の熊本地

震における被災地では、日ごろの近所付き

合いを土台に、助け合う住民の姿が多く見

られ、「地域コミュニティの絆がいかに大切

か痛感した」という声がありました。

　日常生活の中で発生するさまざまな問題

も自治会に相談することで、迅速的確に対

応してもらえ、より安全で安心な生活がも

たらされます。

市税の納付場所を増やします 引っ越したら住民票を移しましょう！

年度末・年度初めの
日曜日に市役所を開庁します

市民会館開館記念冠事業

みんなで育てよう・つくろう
地 域 の 絆 ・ 自 治 会 の 輪

交通安全・防犯活動

防災活動 レクリエーション活動

情報提供活動 環境美化活動

注

実施する課

開庁日時
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生活環境課　☎２５－２６９８

　市では香川県獣医師会の協力で狂犬病予防注射

（集合注射）を実施します。案内はがきの問診票に記

入して、必ず会場に持ってきてください。日時や場

所は下表で確認してください。

※今回から、瀬戸一丁目自治会館は瀬戸三丁目自治

会館に会場が変わりました。注意してください。

◆予防注射手数料＝２，８５０円

　（予防注射＝２，３００円、注射済票＝５５０円）

◆新規登録手数料＝３，０００円

　新しく犬を飼い始めたときは登録が必要です。

　下表の会場と香川県獣医師会指定動物病院以外で

予防注射を受けたときは、注射済証明書を生活環境

課または各支所に持参し、必ず注射済票の交付を受

けてください。

　（注射済票の交付手数料＝５５０円）

種目 団　体　名 練　習　日 練　習　場　所 対　象 代表者 電話番号

少
林
寺
拳
法

少林寺拳法琴弾 月、水、金
月、水＝観音寺警察署武道場
金＝琴弾道院専有道場（七間橋）

幼稚園児～一般（市外可）倉本　亘康 ８２－２５３５

少林寺拳法観音寺 火、土 支部道場 幼稚園児～高校生 大西　文雄 ２４－２７３０

少林寺拳法観音寺中央 月、水、金 茂木会館 幼稚園児～一般（市外可）高井　信雄 ２７－７１２１

少林寺拳法粟井 火、水、金
火、金＝粟井小学校体育館
水＝大西道場（支部道場）

幼稚園児～一般（市外可）行天　常夫
２７－８１５３

０９０－２７８６－４００４

少林寺拳法大野原 水、金 大野原中学校武道場 幼稚園児～一般（市外可）伊達　義明 ０９０－９５５１－５７０８

少林寺拳法豊南 火、木 大野原中学校体育館 幼稚園児～一般（市外可）石川美貴雄 ０９０－２７８７－１１０８

少林寺拳法豊浜 火、金 豊浜中学校武道場 幼稚園児～一般（市外可）長谷川武志 ５２－４１２７

少林寺拳法観音寺西 水、金 中部中学校武道場 幼稚園児～一般（市外可）牧野　博幸 ２４－４３７９

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

観音寺ミニバスケットボール 月、木、日、祝 観音寺小学校体育館 小学生 藤原　和秀 ０９０－４７８７－８１４４

大野原ミニバスケットボールクラブ
イーグルス

月、水、金
大野原農業者
トレーニングセンター

小学生 長田　　正 ５４－４３７２

紀伊ミニバスケットボールクラブ
ドルフィンズ

水、土、日 紀伊体育館 小学生 武田　邦広 ２７－９８１６

一ノ谷ミニバスケットボール 水、金 一ノ谷小学校体育館 小学生（一ノ谷小学校区）宮内　　純 ０８０－６３９７－１２８１

柔道 観音寺西柔道 水、金 大塚柔道塾道場 幼稚園児～高校生（市外可） 大塚　幹夫 ２４－５０１５

サ
ッ
カ
ー

観音寺グローサー
ジュニア
サッカースクール

火＝２・３年生・女子全学年
木＝４・５・６年生
金＝女子全学年
土、日、祝＝男女全学年

（５歳児～６年生）

火＝観音寺東公民館体育館
木＝観音寺中学校
金＝観音寺東公民館体育館
土、日、祝＝観音寺小学校

５歳児～小学生（市外可）
（女子チーム有）

三好　恭治
０９０－４９７６－５８５０

（連絡先）
新岡　昭博

柞田サッカー
火（２年生休み）
木（１年生休み）
日（第１・３）

火、木＝総合運動公園
日＝山田ふれあい緑地公園

小学生（柞田小学校区） 米谷　哲也 ０９０－４５０８－１９３５

パステルジュニア
フットボールクラブ

金（ナイター）
日（キッズは隔週夕方）

金＝総合運動公園
日＝常磐、豊田小学校

（キッズは豊田小学校体育館）

幼稚園児、小学生（市外可）
（女子・キッズチーム有）

大西　孝康 ２４－８５６７

一ノ谷ＦＣ
火、金（ナイター）
土（隔週）

一ノ谷小学校 幼稚園児、小学生（市外可） 中川　孝治 ５７－６０３５

大野原ＦＣ 火・木（ナイター）
火＝萩原グラウンド
木＝大野原小学校

幼稚園児，小学生（市外可） 岩木　正樹 ２７－６２５２

常磐ＳＣ
金（ナイター）
日　

常磐小学校 小学生（市外可） 矢野　裕幸 ２４－０２８７

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

粟井スポーツ少年団
水、金（ナイター）
土

粟井小学校 小学生 真鍋　　勉 ２７－９０３０

観音寺少年
ソフトボールクラブ

水
土、日、祝

水＝観音寺小学校体育館
土、日、祝＝観音寺小学校

小学生（観音寺小学校１
年生～６年生）

佐久間哲哉 ２５－３４１８

常磐少年
ソフトボールクラブ

木（ナイター）
土、日

常磐小学校 小学生 久保　元基 ２４－１６３０

大野原グランパス
水、金（ナイター）
土、日

大野原小学校 小学生 矢野　晶三 ０９０－４９７８－６００１

軟
式
野
球

観音寺マリンズ
水、金（ナイター）
土、日、祝

高室小学校
観音寺小学校（偶数週の土、日）

小学生
（男女とも可）（市外可）

中田　康伸 ０９０－９５５５－１８２８

豊田パンサーズ 土、日、祝 豊田小学校 小学生（市外可） 福村　祥正 ２７－６７７１

豊浜少年野球
火、木（ナイター）
土、日、祝

豊浜小学校
小学生（豊浜、大野原小
学校２年生～６年生）

田中　広志 ０９０－６８８８－４２４３

柞田ＹＡ球王Ｊｒ． 水、土、日 柞田小学校 小学生 高橋　　司 ２３－１６０６

バレー
ボール

大野原オアシス 火、木、土
大野原農業者
トレーニングセンター

小学生、中学生
（男女とも可）（市外可）

井下　隆志 ５２－２８６４

空手
大野原空手道クラブ 月、金 大野原中学校体育館 幼稚園児～一般 久保　孝博 ５４－５６８５

和道会豊浜 月、金 豊浜小学校体育館 幼児～一般（市外可） 合田　淳志 ５２－１０２２

バドミ
ントン

中部ジュニア
バドミントンクラブ

火、日
火＝萩原体育館
日＝中部中学校体育館

小学生（市外可） 森　　泰広 ２５－３８０２

リーダ
ー会等

観音寺
リーダーズクラブ

５月 いちご狩り
８月 デイキャンプ

５月 いちご園
８月 観音寺ファミリーキャンプ場

小学５年生～高校生
（市外可）

合田　　弘 ０９０－７１４４－３６４７

合気道 合気道　ひうち合気会 日 中部中学校武道場 小学４年生～一般（市外可） 河野　義則 ０９０－４６１３－０５９５

　狂犬病は発症すると効果的な治療法がなく、

死亡率がほぼ１００％の人畜共通の感染症です。

わが国では近年発症例はありませんが、国外で

は年間約数万人が犠牲になっています。年１回

の予防注射を必ず受けてください。

　犬は放し飼いにしない　 　散歩の時のフンは持ち帰る　 　野良犬に食べ物を与えない

観音寺地区 大野原地区

４月
８日（土）

木之郷公民館（木之郷コミュニティセンター） 　９：００～　９：３５

４月
８日（土）

福田原公民館 　９：００～　９：３５

粟井公民館 　９：４５～１０：２５ 農協紀伊支店出荷場 　９：５０～１０：２５

奥谷自治会館 １０：４５～１１：０５ 安井公民館（旧） １０：４０～１１：０５

豊田公民館 １１：２５～１２：００ 中姫公民館（中姫ふれあい会館） １１：２０～１２：００

９日（日）

黒嶋神社 　９：００～　９：３０

９日（日）

農協田野々出荷場 　９：００～　９：２０

一ノ谷公民館（一ノ谷総合コミュニティセンター） 　９：４５～１０：２５ 五郷活性化センター 　９：３５～１０：０５

吉岡町自治会館 １０：４０～１１：１５ 農協萩原支店出荷場 １０：２０～１１：１０

流岡公民館 １１：３５～１２：００ 大野原こどもセンター １１：２５～１２：００

１２日（水） 伊吹支所 １２：００～１３：００

１５日（土）

農協花稲倉庫 　９：００～　９：２０

１５日（土）

常磐公民館（常磐総合コミュニティセンター） 　９：００～　９：４０ 花稲研修センター 　９：３５～　９：５０

昭和自治会館 １０：００～１０：２５ 白坂自治会館 １０：０５～１０：３０

下出出荷場 １０：４０～１１：０５ 石砂集会場 １０：４５～１１：１０

中出自治会館 １１：２０～１２：００ 大野原会館 １１：２５～１２：００

１６日（日）

老人憩いの家 　９：００～　９：１５

境八幡神社 　９：３０～　９：５５

柞田公民館 １０：２０～１１：１５ 豊浜地区

八丁自治会館 １１：３０～１２：００

４月
１６日（日）

箕浦公民館 　９：００～　９：２０

２２日（土）

※瀬戸三丁目自治会館 　９：００～　９：３５ 豊浜西部集会所（関谷） 　９：３５～１０：００

西公民館 　９：５０～１０：１５ 本村公民館 １０：１５～１０：４０

薬師寺 １０：３０～１１：０５ 豊浜南部集会所（梶谷） １０：５５～１１：３０

上市コミュニティセンター １１：２０～１２：００ 雲岡公民館 １１：４０～１２：００

２３日（日）

高室公民館 　９：００～　９：３５

２２日（土）

ＪＲ豊浜駅前 　９：００～　９：４０

室本公民館（羅漢寺蓮光院） 　９：５０～１０：１０ 豊浜公会堂 　９：５５～１０：２５

室本町新田自治会館 １０：２５～１０：４５ 豊浜野球場（駐車場） １０：４０～１１：１５

観音寺市役所
社会福祉センター（社会福祉協議会）前 １１：００～１２：００ 豊浜支所 １１：３０～１２：００

平成２９年度　狂犬病予防注射日程表（集合注射）

日　　時 補充注射場所

５月１１日（木）

８：３０～９：００

はるひな動物病院（木之郷町）

☎２７－８９１２

狂犬病予防注射（集合注射・補充注射）

注意

◆集合注射とは別に補充注射の制度があります。

　集合注射に行けなかった人は、次の動物病院で

受けてください。

　　なお、集合注射、補充注射ともに都合がつか

なかった人は、香川県獣医師会指定の動物病院

で注射を受けてください。

　　（通常の診療時間でも接種可能です）

※詳細な問い合わせと申し込みは各団体代表者まで

スポーツ少年団
団員
募集
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三豊・観音寺市市民災害フォーラム
　 「そのとき何をすべきか」

高齢者肺炎球菌予防接種を受け忘れていませんか？
公費助成期限は３月３１日まで

結核・肺がん検診を受けましょう

献血のお知らせ

　近い将来の発生が懸念される南海トラフ地震

に備え、広域災害の想定と対応を学ぶため、市

民災害フォーラムを開催します。

３月１２日（日）　午後１時～

観音寺グランドホテル

「災害に対して我々の出来る事」

～熊本地震の現場で起きていたこと～

（医）春風会樫村病院　院長　樫村重樹先生

「ＪＭＡＴ（ジェイマット）って何？」

～熊本地震での実際～

（医）研宣会広瀬病院　院長　廣瀬友彦先生

三豊・観音寺市医師会　

２５－２２３１

今年度に下表の年齢に該当する人で、過去に肺

炎球菌予防接種を受けたことがない人

健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

年齢 生　年　月　日

６５歳 昭和２６年４月２日生～昭和２７年４月１日生

７０歳 昭和２１年４月２日生～昭和２２年４月１日生

７５歳 昭和１６年４月２日生～昭和１７年４月１日生

８０歳 昭和１１年４月２日生～昭和１２年４月１日生

８５歳 昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生

９０歳 大正１５年４月２日生～昭和２年４月１日生

９５歳 大正１０年４月２日生～大正１１年４月１日生

１００歳 大正５年４月２日生～大正６年４月１日生

　豊浜、大野原地区の結核・肺がん検診を次の

日程で行います。早期発見のために年に１度は

検診を受けましょう。受診を希望する人は、申

し込んでください。（検診会場でも受付可）

肺がん　４０歳以上、結核　６５歳以上

６４歳以下　２００円、６５歳以上　無料

喀
かく

痰
たん

検査　５００円（５０歳以上の高喫煙者のみ）

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

３月１０日（金）午前９時３０分～午後４時３０分

市役所１階エレベーターホール

観音寺ライオンズクラブ

安全な輸血のため４００ｍＬ献血に協力してください。

※観音寺地区の日程は、４月号でお知らせします。

地区 受付日時 場　　所

豊浜
地区

４月３日
（月）

　９：００～１０：３０ ＪＲ豊浜駅
１１：００～１１：３０ 長谷公民館
１３：００～１５：３０ 豊浜福祉会館

４月４日
（火）

　９：３０～１０：３０ 豊浜西部集会所
１１：００～１１：３０ 箕浦自治会館
１３：３０～１５：３０ 豊浜公会堂

４月５日
（水）

　９：３０～１１：３０ 豊浜南部集会所
１３：００～１３：３０ 大平木公民館
１４：００～１５：００ 豊浜支所

大野原
地区

４月７日
（金）

９：３０～１０：００ 田野々自治会館
１０：４０～１１：００ 海老済集会場
１３：００～１５：００ 農協萩原支店

４月１０日
（月）

９：３０～１１：３０ 大野原いきいきセンター
１３：３０～１５：００ 中姫ふれあい会館

４月１１日
（火）

９：００～１０：００ 安井公民館
１０：３０～１１：３０ 大野原会館
１３：００～１４：００ 農協五郷支店
１４：３０～１５：３０ 萩のふるさと会館

４月１２日
（水）

９：３０～１１：００
雇用促進住宅
大野原宿舎

１３：００～１４：００ 花稲研修センター
１４：３０～１５：３０ 中林集会場

４月１３日
（木）

９：００～１０：００ 石砂集会場
１０：３０～１１：３０ 白坂公民館
１３：３０～１５：００ 農協紀伊支店

４月１４日
（金）

９：３０～１１：３０
大野原いきいきセンター

１３：００～１５：００
三豊総合病院健康教室

☆夜間糖尿病教室

３月９日（木）　午後６時～午後７時

これからの糖尿病治療、食生活のポイントに

ついて

☆食べて治して、ハッピーライフ

３月１０日（金）　午前１０時～正午

調理実習　テーマ：高齢者の食事（食べやす

い、飲み込みやすい～工夫メニュー～）

６００円（実費）

☆腎臓病教室

３月１６日（木）　午後３時３０分～午後５時

社会福祉制度について、腎臓病食（カリウム・

リンについて）、座談会

各教室とも予約が必要

（調理実習は１週間前まで）

　同病院企業団健康管理センター

☎５２－２７２６

みとよサプリ

３月１５日（水）　

午後１時３０分～午後２時

健診を受けてみよう

三豊総合病院南棟ホール

同病院　☎５２－３３６６

持参物持
対象対
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　１月３０日、観音寺マナーアップの会と観音寺第一・観音寺中央・三豊
工業高等学校の生徒会役員が、高校生と大人を対象に事前調査したアン
ケート結果を基に「友だち」について世代を超えた意見交換を行いました。

◎友だちといえる（思える）人は
何人ぐらいいますか？

◎「友だち」といえる関係はどれですか？（複数可）

意見紹介

・高校生

　現実につながっている。自分の弱みを見せられる。

　相手のよいところを認められる。気を遣わなくてよい。

※いじめを目にすることがない…いじめは水面下で起こ

っている。

・大人

一昔前は、友だちとの付き合いもいじめも目に見えていた。

・高校生

　友だち以外とでも連絡手段に使っている。

　ツイッター等では知らない人ともつながっている。

・大人

ＩＴ（情報技術）を使いこなす人は高校生と同意見。使

い方を知らない人が多い。

調
査
項
目
（
ア
プ
リ
投
稿
文
章
よ
り
一
部
抜
粋
・
修
正
）

お互いをあだ名で呼ぶ
お互いの下の名前を知っている
メ−ルアドレスなどの連絡先を知っている
ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）でつながっている
登下校時に見かけたらお互いに声をかける
毎日、待ち合わせをして一緒に登校する
休み時間ごとに行動を共にする
課題の答えを見せ合う（教え合う）
体育など活動の場面で何も言わずともペアになる
昼食を一緒に取る
毎日一緒に帰る
一緒に帰るついでに遊びに行く
休日も遊びに行く
クラス替えで別々になっても遊びに行く
学校を卒業しても遊びに行く
たわいもない話で笑い合える
お互いになんでも腹を割って話ができる
お互いのうわさは気にしない
もしいじめられていたら味方になって戦える

　子どもたちは、成長過程でたくさんの人と「友だち」と思
える関係を築きながら大人になっていきます。大人になると、
職場や地域など人との関わりが増えていく一方、「友だち」の
枠は限られ、人数も会う機会も減っていきます。
　しかし、歳を重ね普段会うことがほとんどなくなっても、
お互いを想うことだけで生活の支えになるような真の友だち
の存在に気づくことになります。

教　室　名 場　所 日　程 強度 定員 時　　間

シニアエアロビクス 豊浜福祉会館 第２火曜日 ★★★ ６０人

午後１時３０分

～

午後３時

のびのび教室①
共同福祉施設
（軽運動室）

第３金曜日 ★★★ ６０人

のびのび教室② 第４火曜日 ★★★ ６０人

のびのび教室③ 第４金曜日 ★★★ ６０人

のびのび教室④ 大野原いきいきセンター 第２木曜日 ★★★ ５０人

のびのび教室⑤ 豊浜福祉会館 第１水曜日 ★★ ５０人

のびのび教室⑥ 旧観音寺競輪場選手管理棟 第４水曜日 ★ ５０人

のびのび教室⑦ 大野原いきいきセンター 第１月曜日 ★ ５０人

受付期間　３月１日（水）午前８時３０分～３月７日（火）午後５時１５分

　　　　　（各教室とも定員になり次第、締め切ります）

　　　　　※必ず、本人が申し込みをしてください。

問い合わせ先

　観音寺市地域包括支援センター

　☎２５－７７９１

【運動教室】　対象：６５歳以上　費用：無料

【元気な脳～教室】　対象：６５歳以上　費用：無料

高校生　５人～５００人　大人　０人～２０人

友だちは　顔が見える　出会いから！（＾^ ）！

※シニアエアロビクス
またはのびのび教室の
いずれか１カ所のみ
申し込みができます。

※観音寺会場または大
野原会場のいずれか
１カ所のみ申し込み
ができます。

問い合わせ先

　少年育成センター　☎２５－４２５１

教 室 名 場　　　所 日　程 定員 時　　間

観音寺会場 社会福祉センターまたは共同福祉施設 奇数月第２金曜日 ５０人 午後１時３０分
～午後３時大野原会場 大野原中央公民館または中央集会場 偶数月第２金曜日 ５０人

友だち今昔物語　～高校生との意見交換会「聴き語りの会」～

平成２９年度　一般介護予防教室のご案内
　地域包括支援センターでは、６５歳以上の皆さんが住み慣れた地域で心も身体も元気に生活で
きるよう、介護予防教室を開催しています。毎日の生活に運動や脳トレを取り入れ、健康長寿
に向かって生き生きと生活を送るきっかけになるよう、一緒に楽しい時間を過ごしませんか。
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　育児教室を奇数月に開催しています。子ど
もの発達や子どもとの関わり方について、臨
床心理士や作業療法士、栄養士、保健師、保
育士などからアドバイスを受けることができ
ます。

３月１７日（金）　午前１０時～午前１１時３０分
保健センター１階
親子のふれあい遊び、ママカフェ「イヤイ
ヤ期の子どもとの関わり方」、臨床心理士に
よる子育て相談
０カ月～３歳までの親子
母子健康手帳
前日までに申し込みが必要
　健康増進課母子保健係　
　☎２３－３９６４

家庭児童相談
　育児・子育ての不安・養育困難・虐待等に
ついて、家庭児童相談員等が相談に応じます。
一人で悩まず、気軽に相談してください。

１８歳未満の子どもとその保護者

女性相談
　離婚に関する事、ＤＶに関する事、その他
家庭内における悩み等について、女性相談員
が相談に応じます。

母子・父子自立相談
　ひとり親家庭の悩み、生活の維持、自立、
貸付等について母子・父子自立支援員が相談
に応じます。

ひとり親家庭

月～金曜日（祝日除く）　
午前８時３０分～午後５時
家庭児童相談室
電話での相談も可
子育て支援課こども・女性相談係　
☎２３－３９５７

　今回は、簡単で甘辛くておいしい
「五平餅」の作り方を紹介します。
材　料（２個分）
　白ご飯…お茶碗２杯、味噌…６ｇ
　三温糖…５ｇ、みりん…２ｇ、ごま…２ｇ
作り方
①ご飯を薄い丸型にする。
②味噌、三温糖、みりん、ごまを混ぜ合わせる。
③丸型にしたご飯の上に②を塗る。
④１８０℃のオーブンで５～６分こんがりするま

で焼く（トースターも可）。
★もち米でも、おいしく出来ます。
★ひじきやちりめん、コーンなどを中に入れて

も、よく合います。

児童相談
（要予約）

３月８日（水）
午後１時３０分～午後４時

（県の専門相談員が対応）

市役所１階
家庭児童
相談室

　  子育て支援課こども・女性相談係　☎２３－３９５７

育児相談 ３月２１日（火）
午前９時３０分～午前１１時

保健
センター

　  健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

　観音寺ファミリー・サポート・センター会
員と子育て中の人なら誰でも参加できます。
●「絵本となかよし」－読み聞かせの楽しさ－

３月２日（木）
午前１０時～午前１１時３０分
社会福祉センター２階会議室
４０人（先着順）
読み聞かせボランティア　なかよし
　観音寺ファミリー・サポート・センター
　（観音寺市社会福祉協議会内）
　☎２５－７７０８

育児教室「心
ここ

愛
あ

カフェ」

保育所で人気のおやつを紹介します

フォローアップセミナー

講座・教室

相　談

　対象者は、平成２８年４月１日生まれ以
降の子どもです。１歳の誕生日の前日ま
でに３回の接種を完了しなければなりま
せん。体調を整えて接種期間内に受けま
しょう。

健康増進課母子保健係
☎２３－３９６４

　平成２８年７月から９月に生まれた赤ち
ゃんとお母さん３８組が集まり「赤ちゃん
同窓会」が保健センターでありました。
お母さん同士のつながりを大切にしよう
と愛育会賛助の会が企画したもので、子
育ての悩みや赤ちゃんの成長を話し合っ
たり、手形や足形をとったりして、子ど
もたちの成長をみんなで喜びました。
　次回は平成２８年１０月から１２月に生まれ
た赤ちゃんを対象に４月に開催予定。詳
細は、３カ月健診でお知らせします。

赤ちゃん同窓会
お母さん同士交流を深めて、みんなで子育てを！

健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

麻しん風しん混合２期ワクチン
平成２２年４月２日から平成２３年４月１
日までに生まれた子ども
健康増進課母子保健係　
☎２３－３９６４

　入園や入学など新しい生活が始まる前
のこの機会に、体調を整え予防接種を受
けてください。
　各医療機関で接種日時を確認し、事前
予約をしてください。

健康増進課母子保健係　
☎２３－３９６４

問

問Ｂ型肝炎の予防接種を
　　　　　　　受けましたか？

予防接種を受け忘れていませんか？
　　公費助成期限は３月３１日まで

３月１日～７日は
　子ども予防接種週間

トピックス

受　　付：３月１日（水）から
場　　所：秘書課広聴広報係・大野原支所・
　　　　　豊浜支所・伊吹支所
申込方法：申込用紙に写真を１枚添えて
　　　　　持参または郵送
　　注意：応募多数の場合は先着順

平成２８年６月生まれの子どもを募集します

床 田 莉
り

子
こ

ちゃん

父 充広さん　  母 亜貴子さん

塩 見 直
なお

正
まさ

ちゃん

父 国弘さん　　母 優美さん
（天神町） （豊浜町和田浜）

問

問

問

問

問

対

対

対

対

内

持

時

時

時

所

所

所
数

注 注

講

三 宅 桃
とう

太
た

福 田 倫
とも

也
や

ちゃんちゃん

父 章仁さん　　母 玲子さん父 晴輝さん　　母 静華さん
（室本町）（大野原町萩原）

近 藤 未
み

悠
ゆ

西野あかり ちゃんちゃん

父 裕紀さん　　  母 藍さん父 真祐さん　　母 志野さん
（流岡町）（吉岡町）

平成２８年 3 月生まれ

問い合わせ先：秘書課広聴広報係　☎２３ー３９１５

申 問

申 問

1／16
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　観音寺幼稚園で豆まきがありました。園児たちはヒ
イラギやイワシ、食べる豆の数の話など、豆まきの意
味や由来の話を聞いた後、手作りの鬼の面と升を持ち
園庭へ。「鬼はそとー」と元気よく豆まきをしていると、
突然鬼が現れ、園児たちは逃げ出したり泣き出したり
していましたが、勇敢に豆を投げ続けると鬼はとうとう
逃げていきました。お昼は節分にちなんだ給食でした。

　柞田地区育成会主催の「親子ふれあい竹馬づくり」が
柞田公民館であり、６０人の親子が参加しました。竹馬
の歴史や作り方の説明を聞いたあと、保護者と作業を
開始。あらかじめ切りそろえてある竹と木材をボルト
と針金でしっかりと固定し、苦労しながらも手作りの
竹馬が完成しました。早速、子どもたちは外に飛び出
し、バランスをとりながら竹馬の練習をしていました。

こつをつかんで竹馬に乗れたよ

北海道真
まっかり

狩村｢小学生児童作品展」

心の鬼をやっつけたよ！

141 181

5242

72

32

23~311

　北の大地の子どもたちが生き生きと描いた図画や、
丁寧に仕上げた硬筆、習字など力作３０点が、市役所１
階エントラスホールに展示され、来庁者の目を楽しま
せました。７回目を迎えたこの作品展は、姉妹都市で
ある互いのまちの児童の作品を紹介し合う交換展示。
ことし真狩村では、常磐・柞田・粟井小学校の児童の
作品３７点が展示されました。

　百歳を迎えた加地シズ子さんを白川市長が訪問し、
長寿を祝いました。柞田町から大野原町に嫁ぎ、若い
ころは農業に従事していたシズ子さん。現在は施設で、
レクリエーションや毎日配られる計算と漢字のプリン
トを楽しみに過ごしています。プリントをし終えるの
も早いとか。顕彰状が贈られると、家族や施設の人た
ちからも祝福の拍手を受け、笑顔で応えていました。

ご長寿おめでとうございます

191

261 231

102

　観音寺子どもの夢事業として、伊吹小・中学校で本
市出身の音楽プロデューサー、生駒龍之介さんの講演
会がありました。子どもたちは、夢を実現させた話に
熱心に耳を傾け、それぞれの夢を語り合いました。生
駒さんが作曲した「宝物」は、子どもたちのお気に入
り。一緒に「宝物」を歌い、夢に向かう気持ちとふる
さと伊吹を大切に思う気持ちを新たにしていました。

仲間と夢を語り合ったよ！

息の合ったメロディーが響いていました教育振興に貢献した人たちを表彰

受賞を周囲の人たちが喜んでくれました

　子どもから大人まで、みんなで楽しむ手作りの音楽
祭「観音寺市民音楽祭」が大野原会館で開催され、市
内の小、中、高校生や社会人約５９０人（１９団体）が合
唱や吹奏楽で音楽の輪を広げました。中学生と高校生、
中学生と社会人の吹奏楽の協演や、豊浜小学校金管バ
ンドクラブ、大野原小学校マーチングバンドの迫力あ
る演奏に、来場者は耳を傾けていました。

　平成２８年度教育功労賞および教育奨励賞の表彰式が
中央図書館多目的ホールでありました。毎年１回教育
の振興に貢献し、他の模範となる人たちに贈られる賞
で、今年度は個人３１人と３団体を表彰。長年にわたり
青少年健全育成や社会教育、スポーツ、学校教育など
の分野で貢献した受賞者に教育委員会より表彰状を贈
り、功績をたたえました。

　観音寺小学校４年生の山本更紗さんが書いた作文
「私の目線で気づいたこと」が、警察庁他主催平成２８年
度交通安全ファミリー作文コンクールにおいて、全国
最優秀賞・内閣総理大臣賞に輝きました。白川市長か
ら祝福の言葉を受け、山本さんは「受賞できると思って
いなかったので、とてもうれしかった。交通事故ゼロの
まちになるように心掛けたいです」と話していました。

　粟井保育所２～５歳児がこま回しやかるた遊び、福
笑い、羽根つきなどお正月の遊びを楽しみました。こ
ま回しでは、自分より小さい友だちに優しく回し方を
教えてあげる様子や、かるた遊びでは、お兄さんやお
姉さんに負けないように身を乗り出して頑張る姿があ
りました。最後に行われたこま回し大会では、こまが
長く回り続けるように、声援を送り盛り上がりました。

　観音寺総合高等学校の開校を前に、観音寺中央高等
学校で同校２年生と三豊工業高等学校２年生の交流行
事がありました。いよいよ統合が近づき「期待もあるが
不安や緊張もある」と生徒たち。グループごとの座談会
では、それぞれの特徴ある授業や学校の様子など、さ
まざまな話題を和気あいあいと紹介し合いました。ま
た、工業科棟の見学や学習成果発表会も行われました。

　観音寺保育所で「春茶会」があり、保護者を招いて
５歳児が抹茶のお接待をしました。茶道の先生の指導
の下、１年を通して稽古を重ね、落ち着いた振る舞い
やゆったりとした心を持つことなどを学んできました。
この日を楽しみにしていた園児たちは、緊張しながら
もにっこりと笑顔で、日ごろの感謝の気持ちを込めて
丁寧にお茶を点てました。

みんなで仲良くお正月遊び

統合前の交流会で親交を深めました心を込めて笑顔でおもてなし
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対象

問合先

日時

受付期間

料金料

申込

講師講 内容

注意注

場所

持参物持

募集人数

主催主

ワケギ１束、タコ（マテ貝やアサリでも可）１５０ｇ、
白みそ６０ｇ、練りからし　小さじ１／４、米酢　大さ
じ２、砂糖 大さじ３

❶ワケギはよく洗い、鍋に少しの水を入れ
て、から炒りし、３㎝の長さに切る。
❷タコは塩ゆでにし、薄くスライスする。
❸調味料を合わせた中に、ワケギ、タコを

入れて混ぜ合わせる。

食育コーナー

　３月に入り、寒さも和らいできました。このころから学
校給食で使われる食材も、冬の食べ物から春の食べ物へと
変わっていきます。
　春野菜は、寒さが厳しい時期に地中から芽を出し、成長
するために必要な栄養素や害虫から身を守るための成分が
ため込まれます。そのため、独特の苦みと香りがあります
が、解毒作用や抗酸化作用などの働きがあり栄養豊富です。
　ワケギも春野菜の一つで、ちょうど桃の節句（ひなまつ
り）の時期においしくなります。ワケギ、タコ、油揚げな
どと一緒に白みそであえた「ワケギあえ」は、香川県の春
の郷土料理として、これからも伝えていきたい料理です。

伝えたい!春のふるさと料理

「ワケギあえ」

学校給食課　☎５７－６６６０

作り方

（５人分）材　料ワケギあえ

★ちらしずし　★牛乳　★サワラの塩焼き
★ワケギあえ　★イチゴ　★ひなあられ

〈献立〉観音寺学校給食センター

　観
音
寺
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
満
３５
歳
（
平
成

２９
年
４
月
１
日
現
在
）
か
ら
満

７４
歳
（
平
成
３０
年
３
月
３１
日
現

在
）
ま
で
の
人
＝
（
昭
和
１８
年

４
月
１
日
か
ら
昭
和
５７
年
４
月

２
日
生
ま
れ
ま
で
の
人
）
を
対

象
に
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
実
施

し
ま
す
。

３
月
１６
日
（
木
）
午
前
８
時
３０

分
か
ら
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
、
旧
観
音
寺
市

の
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
大

野
原
町
と
豊
浜
町
の
人
は
各

支
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●

受
診
日

豊
浜
町
の
人
＝
４
月
３
日
～

６
月
９
日

旧
観
音
寺
市
の
人
＝
６
月
１２

日
～
平
成
３０
年
１
月
１６
日

大
野
原
町
の
人
＝
平
成
３０
年

１
月
１７
日
～
３
月
２３
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●

受
診
場
所

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

１
、
０
０
０
人

受
診
時
に
支
払
い

○

自
己
負
担
金
（
基
本
部
分
）

＝
１
万
円

○

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
が
ん
検
査
、

５０
歳
以
上
）
＝
７
０
０
円

子
宮
頸
が
ん
検
査
（
３５
歳
以

上
）
＝
１
、
０
０
０
円

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
が
ん

検
査
、
４０
歳
以
上
）

＝
１
、
５
０
０
円

電
話
や
同
一
世
帯
以
外
の
人

の
代
理
申
し
込
み
は
不
可
。

受
診
時
に
国
民
健
康
保
険
を

離
脱
（
社
会
保
険
な
ど
に
加

入
）
し
て
い
る
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
２
７

　自
治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る

清
掃
作
業
（
井
手
さ
ら
え
）
で

出
た
土
砂
を
処
分
し
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　５
月
３１
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所

下
水
道
課
（
市
役
所
３
階
）

搬
入
先

旧
観
音
寺
地
区
＝
下
水
浄
化

セ
ン
タ
ー

※
用
排
水
路
の
清
掃
作
業
（
井

手
さ
ら
え
）
か
ら
生
じ
た
土

砂
類
の
み
搬
入
で
き
ま
す
。

搬
入
期
間

４
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　７
月
３１
日
（
月
）

ビ
ニ
ー
ル
や
瓦
、
陶
器
類
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
（
空

き
缶
類
を
含
む
）、
瓶
類
、
草

木
類
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

　下
水
道
課

　
　
　
　☎

２５

−

６
８
９
０

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

　
　
　
一
日
人
間
ド
ッ
ク

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

用
排
水
路
の
土
砂
を

　
　
　
　
処
分
し
ま
す

検査内容

身体測定 身長、体重、肥満度、ＢＭＩ、腹囲
診　察 内科診察、血圧測定

尿 タンパク、糖、潜血
眼　底 網膜疾患
便潜血 便潜血反応

血　液
高脂血症、腎機能、肝機能、
糖代謝、痛風、貧血等検査

超音波 胆のう、肝臓、腎臓、すい臓等検査
心電図 冠動脈疾患、不整脈
胸部Ｘ線 肺がん、肺結核

胃カメラ
胃がん、ポリープ、胃・十二指腸潰瘍

（希望者は、バリウムに変更可。
 ただし曜日指定あり）

料

注

注

　平成２６年１０月から毎日放送（ＭＢＳ）等で放送された人気アニメ番組『結城友奈は勇者である』の作

品の中で観音寺市の街並みや風景がリアルに描かれており、聖地巡礼と称し多くのファンが本市を訪れ

ています。２月５日、讃州中学のモデルとなった観音寺中学校で、『結城友奈は勇者である』の声優５人

を招いたライブイベント「讃州中学文化祭ｉｎ観音寺市」が開催されました。ライブでは、声優の軽快

なトークや元気な歌声に、全国から訪れたファンは大盛り上がり。「ライブも楽しかったけれど、実際に

観音寺に来てみたらどの景色もきれいで、まちの人がみんな温かった」と笑顔で話してくれました。

『結城友奈は勇者である』スペシャルイベント
讃州中学文化祭 ｉｎ 観音寺市

ファン約１４００人が聖地 観音寺市に集結！！

１月２８日～２月２６日に開催された
スタンプラリーの様子。

観音寺駅や大正橋プラザは、
たくさんの人であふれました。

海外でもこのアニメは人気です。
東京在住のイギリス人のファン。

キャラクターとコラボした自転
車で、イベントを盛り上げます。

観音寺市総合コミュニティセンター
に設置された等身大パネルを撮影。

登場人物６人が、豊稔池、一の宮公園、琴
弾公園、銭形砂絵、三架橋、伊吹島、有明
浜を紹介する市内名所ポスターを撮影。

コラボ商品を購入しました。

名古屋からやってきた３人組。
市内を自転車で巡ります。

28
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

31

日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
年
金
受
給
資
格
期
間
（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
・
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
な
ど

を
通
算
し
た
期
間
）
が
従
来
の

２５
年
か
ら
１０
年
に
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
不
足
で
年
金
を
受

給
が
で
き
な
か
っ
た
人
も
受
給

で
き
る
可
能
性
が
増
え
ま
す
。

　す
で
に
６５
歳
以
上
の
人
で
、

年
金
受
給
資
格
期
間
が
１０
年
以

上
あ
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」
が
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。
送
付
さ
れ

た
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
年

金
事
務
所
や
街
角
年
金
相
談
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
街
角
年

金
相
談
の
日
時
は
、
広
報
か
ん

お
ん
じ
３
月
号
３５
ペ
ー
ジ
相
談

あ
れ
こ
れ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。市

役
所
市
民
課
窓
口
で
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

　国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
３
月
３１
日
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
３
月
下

旬
に
各
加
入
世
帯
に
簡
易
書
留

郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
２
７

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　次
の
人
は
、
基
礎
年
金
番
号

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
年
金
記

録
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
年

金
機
構
に
住
所
変
更
が
登
録
さ

れ
て
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
年
金
事
務
所
で
年
金
記
録

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○

過
去
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
て
き
た
が
内
容

を
確
認
し
て
い
な
い

○
転
職
を
数
回
し
た
こ
と
が
あ
る

 

○

１０
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て

い
る
は
ず
だ
が
「
年
金
請
求

書
」
が
送
ら
れ
て
こ
な
い

■
転
入
時
等
に
手
続
き
を

　転
入
時
や
転
職
、
退
職
時
に

は
忘
れ
ず
に
年
金
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

　一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
身

体
障
が
い
者
や
戦
傷
病
者
、
知

的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

が
、
日
常
生
活
で
通
院
や
通
学

な
ど
に
利
用
す
る
軽
自
動
車
の

税
金
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
に

　調
査
票
の
配
布
や
回
収
な
ど

の
統
計
調
査
事
務

・
市
内
で
調
査
活
動
が
可
能
な
人

・
２０
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
人

・
警
察
や
税
務
、
選
挙
な
ど
に

直
接
関
係
の
な
い
人

・
秘
密
保
持
が
で
き
る
人

　２
万
５
千
円
～
４
万
５
千

円
程
度
（
調
査
の
種
類
、
受
け

持
ち
件
数
に
よ
り
異
な
る
）

を
、
調
査
実
施
後
に
支
払
い

ま
す
。

事
前
に
話
を
伺
い
、
調
査
員

の
登
録
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
、

農
作
業
や
科
学
実
験
な
ど
普
段

で
き
な
い
活
動
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

金
曜
日
の
夜
ま
た
は
土
曜
日

は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
お
よ
び
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証

④
印
鑑

⑤
個
人
番
号
通
知
書
ま
た
は

個
人
番
号
カ
ー
ド

※
家
族
運
転
の
場
合
、
そ
の
他

の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

税
務
課
収
納
係
ま
た
は
各
支
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

５
月
２４
日
（
水
）
ま
で

○

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○

減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は

１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。
ま

た
、
普
通
自
動
車
や
二
輪
車

と
重
複
し
て
減
免
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

○

平
成
２８
年
度
ま
で
に
申
請
済

み
の
人
は
、
対
象
車
両
な
ど

の
変
更
が
な
い
限
り
、
再
度

申
請
は
不
要
で
す
。

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

大
野
原
支
所

　

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

の
午
前
中
（
月
１
回
、
年
間

１２
回
）

観
音
寺
中
央
公
民
館
ま
た
は

現
地

市
内
の
小
学
４
年
～
６
年
生

６０
人

教
材
費
２
、
０
０
０
円

（
内
容
に
よ
り
別
途
料
金
を
集

金
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

３
月
６
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　４
月
７
日
（
金
）

学
校
で
配
布
さ
れ
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
左
記
へ
提
出

文
化
振
興
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　子
ど
も
会
活
動
を
手
助
け
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
）
活
動
を
一
緒
に
し

ま
せ
ん
か
？

新
中
学
１
年
生
以
上

年
会
費
１
、
２
０
０
円

学
校
で
配
布
さ
れ
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
左
記
へ
提
出

文
化
振
興
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険

　
被
保
険
者
証
の
発
送

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

わ
く
わ
く
体
験
教
室

　
　
　
　
参
加
者
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
募
集

平
成
２９
年
度
軽
自
動
車
税

身
体
障
が
い
者
等
の
減
免
申
請

年
金
記
録
を

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い

平
成
２８
年
度
交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　（
警
察
庁
他
主
催
）

全
国
最
優
秀
賞

「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
受
賞

観
音
寺
小
学
校
４
年

　
　
　
　山
本

　更
紗

　さ
ん

第
６６
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
法
務
省
主
催
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
受
賞

一
ノ
谷
小
学
校
６
年

　
　
　
　中
川

　裕
貴

　さ
ん

お
め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

持

注

募
　集

料料

報
酬

調
査
員
の
仕
事

調
査
員
の
要
件

▲農作業体験
　（もちつき）
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

皮
張
り
実
演
（
終
日
見
学
可
）、

ミ
ニ
太
鼓
作
り
ほ
か
、
祭
り

に
関
す
る
催
し
も
の

入
館
無
料

●

ミ
ニ
太
鼓
作
り

午
前
１０
時
～
正
午

３０
組
（
先
着
順
）

４
、
０
０
０
円

３
月
１
日
（
水
）
か
ら
ち
ょ
う

さ
会
館
の
開
館
時
間
内
で
予

約
受
付

　ち
ょ
う
さ
会
館

　

　
　
　
　☎

５２

−

５
５
０
０

４
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分

　少
雨
決
行

魚
見
山
森
林
公
園
あ
ず
ま
屋

公
園
内
の
雑
木
間
伐
材
に
、

シ
イ
タ
ケ
や
ヒ
ラ
タ
ケ
の
菌

を
植
え
付
け
る

１０
組
（
先
着
順
）

１
人
２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

３
月
２４
日
（
金
）
ま
で

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
軍

手
な
ど
。
作
業
に
適
し
た
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
浜
支
所

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
０

　内
閣
府
で
は
、
次
代
を

担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
青

年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
、
青
年
国
際
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○

国
際
青
年
育
成
交
流

○

日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

○

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

○

次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
「
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ

ー
ズ
」

○

地
域
課
題
対
応
人
材
育
成

　

「
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
」

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

☎
０
３

−

６
２
５
７

−

１
４
３
４

香
川
県
政
策
部
男
女
参
画
・

県
民
活
動
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
０
７

受
講
資
格

手
話
学
習
経
験
が
お
お
む
ね

２
年
以
上
の
１８
歳
以
上
の
人

で
、
受
講
者
選
考
試
験
で
受

講
基
準
に
達
し
て
い
る
人

受
講
者
選
考
試
験

４
月
８
日
（
土
）

　多
く
の
人
に
観
音
寺
市
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
に

誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

「
観
音
寺
地
域
塾
」
を
開
催
し
ま

す
。
毎
回
違
っ
た
テ
ー
マ
で
行

い
ま
す
。

　平
成
２９
年
度
（
４
月
開
講
予

定
）
は
、
主
に
実
際
に
現
地
に

行
っ
て
学
ぶ
実
地
研
修
を
行
う

予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。観

音
寺
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
や
現
地
（
雲
辺

寺
、
豊
稔
池
、
遍
路
道
、
琴

弾
公
園
な
ど
）

約
３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

無
料
（
交
通
費
な
ど
は
実
費
）

日
時
や
場
所
な
ど
は
、
決
定

次
第
、
受
講
者
に
直
接
連
絡

し
ま
す
。

　観
音
寺
市
観
光
協
会

　

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

　障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参

加
を
よ
り
一
層
支
援
し
て
い
く

た
め
、
平
成
２８
年
度
か
ら
同
一

の
障
が
い
区
分
に
お
い
て
複
数

の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
の
減

免
の
判
定
方
法
を
見
直
し
、
減

免
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。（
異
な
る
障
が
い
区
分
の

場
合
は
対
象
外
）

　平
成
２９
年
度
自
動
車
税
の
減

免
申
請
を
出
張
し
て
受
け
付
け

ま
す
。

４
月
１２
日
（
水
）、
１９
日
（
水
）、

５
月
１７
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

香
川
県
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

３
月
末
日
で
自
動
車
の
所
有

名
義
が
身
体
障
が
い
者
本
人

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
県
税
事
務
所
自
動
車

税
課

☎
０
８
７

−

８
０
６

−

０
３
１
４

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

午
前
１０
時
～
正
午

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
研
修
室

「
読
み
取
り
試
験
」
「
手
話
短

文
表
現
試
験
」

受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
）

３
月
２１
日
（
火
）
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

講
座
の
開
催
日
程
や
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

同
セ
ン
タ
ー
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
係

☎
０
８
７

−

８
６
８

−

９
２
０
０

①
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系

社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
②

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

／
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

①
満
２０
歳
（
平
成
２９
年
１０
月

１
日
現
在
）
～
満
３９
歳
（
平

成
２９
年
５
月
１０
日
現
在
）

②
満
４０
歳
～
満
６９
歳
（
平
成

２９
年
５
月
１０
日
現
在
）

３
月
３１
日
（
金
）
～
５
月
１０
日

（
水
）（
郵
便
の
場
合
は
必
着
）

　Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

８
８
２
４

「
観
音
寺
地
域
塾
」

　
　
　
　
受
講
生
募
集

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

身
体・精
神・知
的
障
が
い
者
の

自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
減
免
制
度

自
衛
官（
特
別
職
国
家
公
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
採
用
試
験

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　
　
　
　
受
講
者
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業
に

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
２９
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　銭
形
い
ろ
ど
り
市
（
軽
ト
ラ

市
）
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

を
店
舗
に
見
立
て
て
、
野
菜
や

果
物
、
海
産
物
な
ど
の
販
売
を

行
う
産
直
市
で
す
。

　た
く
さ
ん
の
出
店
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
４
日
（
日
）

道
の
駅
「
と
よ
は
ま
」
下
り

駐
車
場

登
録
料
１
、
０
０
０
円

出
店
料
５
０
０
円

３
月
１７
日
（
金
）
ま
で

　農
林
水
産
課
（
銭
形
い
ろ

ど
り
市
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
の
資
格
が
あ
る
人
、

経
験
者
歓
迎

若
干
名

履
歴
書

　子
育
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　発
達
障
害
な
ど
の
悩
み
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
、

職
場
の
人
な
ど
を
対
象
に
、
臨

床
心
理
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

３
月
２８
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

市
役
所
１
階
相
談
室

１６
歳
以
上
の
当
事
者
お
よ
び

そ
の
家
族
、
関
係
者
な
ど

事
前
予
約
が
必
要

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

３
月
１
日
（
水
）
正
午
～
５
日

（
日
）
正
午

共
同
福
祉
施
設
１
階
展
示
ホ
ー
ル

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

　親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

３
月
１９
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

第
２９
回
障
が
い
者
作
品
展

太
鼓
日
和
ｉ
ｎ
ち
ょ
う
さ
会
館

市民スポーツ課　☎２３－３９４１

月　日 ス　ポ　ー　ツ　行　事

３

１１（土）
１２（日）

西日本中央連携軸ジュニアサッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園

１２（日）
第２０回香川県バウンドテニス選手権大会
９：００～／市立総合体育館

１８（土）
第１８回市長杯交流大会（ぺタンク）
８：００～／財田川河川敷一ノ谷コート

１８（土）
１９（日）

観音寺東ロータリークラブ杯
（三観地区春季中学校軟式野球大会）
８：００～／総合運動公園ほか１会場

１９（日）

三観クラブ選手権サッカー大会６年生
９：００～／総合運動公園
第９５回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

２０（祝・月）
第３３回三豊観音寺体操新体操競技大会・三豊
地区中学校新体操強化大会
８：３０～／市立総合体育館

２５（土）
Ｂリーグ香川ファイブアローズホームゲーム

（ｖｓ広島ドラゴンフライズ）
１９：００～／市立総合体育館

２６（日）
Ｂリーグ香川ファイブアローズホームゲーム

（ｖｓ広島ドラゴンフライズ）
１４：００～／市立総合体育館

銭
形
い
ろ
ど
り
市（
軽
ト
ラ
市
）

　
　
　
　
　
　
　
出
店
者
募
集

支
援
員
募
集
！

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

魚
見
山
で

　
原
木
き
の
こ
づ
く
り

青
年
・
成
人
の
発
達
障
害
に

　
　
　
　
　
関
す
る
相
談
会

料注

注

相
　談

料 料料

料

持

持

注

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

秘書課広聴広報係　☎２３－３９１５

Ⓕ２３－３９２０

Ｅメール　kouhou@city.kanonji.lg.jp　

　広報紙と市ホームページに掲載する有料広

告を募集しています。受け付けは随時、申請

書は秘書課または市ホームページにあります。

区　　分 応　募　資　格 受付期限 試験日

予
備
自

衛
官
補

一般公募 １８歳以上３４歳未満
４月７日（金）

まで

４月１６日（日）

技能公募 １８歳以上で国家免許資格
等を有するもの　　　　 ４月１５日（土）

一般幹部候補生
（音楽、飛行要員含む）

【大卒程度試験】
２２歳以上２６歳未満

５月５日（祝・金）
まで

一次試験
５月１３日（土）
　　１４日（日）

【院卒者試験】
２０歳以上２８歳未満

歯科・薬剤科
幹部候補生

【歯科】
２０歳以上３０歳未満

【薬剤科】
２０歳以上２８歳未満

医科・歯科
幹部自衛官

医師免許または歯科医師
免許を取得している人　

４月２１日（金）
まで ５月１２日（金）

平成２９年度広告を募集します

位　置：トップページ

大きさ：縦６０ピクセル×横１８０ピクセル

容　量：６ＫＢ以下

形　式：ＧＩＦ（アニメーション不可）、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ

掲載期間：１カ月単位（原則１日～月末）

掲載料：１枠２万円／月

ホームページ　

位　置：「市役所からのお知らせ」ページの下段

大きさ：縦１０㎝×横８．５㎝

掲載料：１枠３万円／月

広 報 紙

平
成
２９
年
度
募
集
事
業

募
集
内
容

募
　集
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

３
月
１９
日
（
日
）
午
後
１
時
～

（
参
加
自
由
）

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

一
夜
庵
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　☎

２５

−

０
２
０
８

　こ
と
し
も
お
茶
会
を
開
催
し

ま
す
。
売
上
金
の
一
部
は
社
会

福
祉
事
業
等
に
寄
付
し
ま
す
。

４
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

働
く
婦
人
の
家

２
千
円
（
点
心
、
菓
子
・
抹

茶
付
き
。
豪
華
景
品
抽
選
付
）

観
音
寺
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
０
７
３

満
濃
池
森
林
公
園

　
　
　第
６
回
生
き
物
写
真
展

３
月
１７
日
（
金
）
～
４
月
２３
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園
森

林
学
習
展
示
館

入
館
無
料

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

５
７

−

６
５
２
０

３
月
９
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

香
川
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

学
習
会
や
情
報
交
換
会
な
ど

香
川
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

　ア
ル
プ
ス
か
が
わ

新
井
隆
俊
先
生

発
達
面
で
気
に
な
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
な
ど

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

思
春
期
相
談

３
月
１３
日
（
月
）
午
後
２
時
～

心
の
健
康
相
談

３
月
２２
日
（
水
）

　

午
後
１
時
４５
分
～

香
川
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

３
月
１６
日
（
木
）
～
３１
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

事
前
予
約
が
必
要

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

３
月
９
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

香
川
県
弁
護
士
会
館
２
階

（
高
松
市
丸
の
内
２
番
２２
号
）

多
重
債
務
、
労
働
、
離
婚
、

生
活
困
窮
な
ど
の
相
談
に
弁

護
士
が
無
料
で
応
じ
る

○

電
話
相
談

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
７
０
６

（
相
談
日
の
み
開
設
）

○

面
接
相
談
（
予
約
制
）

　香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

　市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
俳
諧
の

祖
・
山
崎
宗
鑑
を
し
の
び
、
俳

句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
の
会

精
神
保
健
相
談

就
農
相
談
窓
口

第
２３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
さ
く
ら
茶
会

第
４１
回
全
国
育
樹
祭

　
　
　
　
　
記
念
行
事

自
殺
対
策
強
化
月
間

全
国
一
斉「
暮
ら
し
と

 
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
」

第
２７
回
一
夜
庵
俳
句
大
会

相談日は、都合により変更することがあります。
交通事故相談　☎２３−３９４９　　８日（水）・２２日（水）午前

１０時～正午　本庁１階相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１５日（水）午前１０時～午

後３時　中央図書館会議室　日本年金機構善通寺年金

事務所の相談員　事前に問い合わせ　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　観音寺 　１

　日（水）午前１０時～午後３時　本庁１階相談室　街角の

年金相談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１０日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　９日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１４日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館会議室１

女性相談　☎２３−３９５７　　土・日、祝を除く毎日午前８

時３０分～午後５時　本庁１階家庭児童相談室　ＤＶ・

離婚・その他女性の相談

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　 ２日（木）・１６日（木）午前

１０時～正午　本庁１階相談室／大野原☎５４−５７００相談

員が電話で受付後、大野原いきいきセンターなどでの相談

理学療法訓練日　☎７３−３０１５　１２日（日）午前１０時～午後

３時　高瀬町農村環境改善センター　日常生活の機能

回復のため訓練を必要とする人

法律相談　☎２５−７７０８　　先着１２人　１４日（火）・２８日（火）

午前１０時～午後３時　社会福祉センター相談室３　弁

護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７０８　　 ７日（火）・２１日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センター相談室３／

大野原☎５４−５７１４　 ２日（木）・１６日（木）午前１０時～正

午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ７日

（火）・２１日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室１

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除

く毎日午前９時～午後４時　社会福祉センター

福祉総合相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時１５分　社会福祉センター

さぬき若者サポートステーション　かんおんじサテライト

☎５７−５５７５　月・金（祝を除く）午前１０時～午後５時　

吉岡町９３３／大野原サテライト☎０８７７−５８−１０８０　 ２１日

（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館３階会議

室　就職支援相談など　１５～３９歳の人とその家族

子ども・若者相談　☎２３−０９００　　月～金・第３土曜日

午前８時３０分～午後５時　少年育成センターやまびこ

コーナー　　　 　mazu1po@city.kanonji.lg.jp

行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（火）午後１時３０分～午後

４時　中央図書館２階会議室

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日、祝を除く毎日

午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分

　　高松家庭裁判所観音寺支部

時
講

時
所

時

時
時

時

持
所

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

講

所 内

所

所 対

所

所

所

所
所

数

時

時

所 講

４
つ
の
対
策

○

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

○

住
宅
用
消
火
器

　な
ど
の
設
置

○

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
製
品
を
使
用

○

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

火
災

２
４
５
件

4
件

火
災
・
救
急
件
数

救
急

全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
ま
し
ょ
う

　

　
　
　そ
の
火
そ
の
時

　

　
　
　
　
　
　そ
の
場
所
で
」

　消
防
記
念
日
の
３
月
７
日
を

最
終
日
と
し
て
１
週
間
、
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
防
火
意
識
を
再

確
認
し
、
生
命
や
財
産
が
失
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
火
災

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　日
ご
ろ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

が
火
元
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
、

火
災
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

○

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
し
て
使
用
す
る

○

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
３
月
１
日
～
７
日

１月１日～３１日

（敬称略）

所

所

所

内 対

時
時

メール相談

時

時
所

所

時

持

講

注

１
／
１
～
１
／
31

出作町

村黒町

木之郷町

栄町

村黒町

大野原町萩原

大野原町花稲

佐川　高樹＝

中川　一夫＝

深川　敏郎＝

長尾　高子＝

岡田　静夫＝

玉島　始一＝

米谷　勝博＝

香典返し

料料

注 注

注

講

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

ＪＡ香川県観音寺町支店青壮年部

一般寄付

（
平
成
29
年
）

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

休館日（月曜）　 　　6・13・20・27日

★おはなし会
★古典文学講座

11日（土）　　10：30〜11：30
18日（土）　　９：30〜11：30

大野原図書館

★おはなし会

★絆を深めるタッチケア＆わらべうた

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「サザエさんからいじわるばあさんへ」樋口恵子 著（朝日文庫）
★英語をたのしもう！

４日（土）　　13：30〜14：10
25日（土）　　10：30〜11：10

12日（日）　　14：00〜15：30
14日（火）　　11：00〜11：30
17日（金）　　13：30〜

毎週金曜日　14：30〜15：00

中央図書館

豊浜図書館
４日（土）　　13：30〜14：30

25日（土）　　10：30〜11：00

★工作教室
　紙コップでくるくる回るおもちゃをつくろう！
★おはなし会
　絵本「はるやさいのはるやすみ」ほか

「やきもの」からみえてくる新しい
日本人論。著者は東洋陶磁史研究家、
観音寺市出身です。

「１年たつってどういうこと？」誕生
日をきっかけに、「１年を１年かけて
観察しましょう」と園長先生は毎月、
桜の木を写真に撮りました。

「茶碗と日本人」

「きょうはたんじょうび」

吉良文男/著　　飛鳥新社/出版

中川ひろたか/文　　村上康成/絵
童心社

今月のおすすめ本

この春から新しい暮らしが始
まるあなたに！新生活を応援
する本を紹介していますので、
役立ててください。

新生活応援特集
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＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

愛あいサークル

はつらつ会

健康栄養相談

ひまわりの会

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

9:30 ～ 11:00

13:00 ～ 16:00

ぴよぴよクラブ

10カ月児相談

シニアエアロビクス

9:00 ～ 14:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

愛あいサークル

はつらつ会

１歳6カ月児健診

のびのび教室

はつらつ会

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 10:30

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

１歳6カ月児健診

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

楽楽クラブ

育児相談

３カ月児健診
9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

富田内科医院
多田医院
森川歯科医院
ヤマニ薬局
姫浜調剤薬局
パパママ教室

松井病院
橋本病院
あらき歯科クリニック
きづな調剤薬局
ケイ・アイ薬局
子育て講演会（中央図書館）

小林整形外科医院

森クリニック

かもだ歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

クリニック池田

しのはら医院

ファーマシィ観音寺薬局

ケイ・アイ薬局

河田病院

平林医院

久保歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

柞田町　☎24−0180

詫間町　☎83−2121

山本町　☎63−2968

昭和町　☎23−0502

豊浜町　☎52−1733

村黒町　☎23−2111

山本町　☎63−3311

柞田町　☎23−4182

村黒町　☎24−4976

豊浜町　☎52−1818

柞田町　☎25−7311

三野町　☎72−1567

坂本町　☎23−3020

柞田町　☎24−1339

豊浜町　☎52−5100

植田町　☎23−1500

山本町　☎56−7222

植田町　☎57−6860

豊浜町　☎52−1818

茂木町　☎25−3668

詫間町　☎83−2221

豊中町　☎62−2221

茂木町　☎57−5117

豊浜町　☎56−3260

ふれあい広場

市役所エレベーターホール

ふれあい広場

心愛カフェ

のびのび教室

ふれあい広場

ふれあい広場

元気な脳〜教室

9:30 ～ 14:30

9:30 ～ 16:30

9:30 ～ 14:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

61,553 
29,628 

24,652 
31,925 

２月１日現在
 外国人を含む

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜・祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

医

医 医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬
薬

薬

薬

木

木

木

木

伊

保

保

保

保 保

保

保

保

保

ふれ

いき

ふれ

大集

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

共福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

骨密度測定 ぴよぴよクラブ

楽楽クラブ

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

こころの健康相談

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:30

10:00 ～

9:00 ～ 11:30　

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

いき

いき

いき

豊福

豊福

いき

市相

いき

いき

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

伊吹健康相談

3歳児健診

骨密度測定（3/6）
もぐもぐレッスン（3/9）
パパママ教室（3/12）
心愛カフェ（3/17）
健康栄養相談（3/23）

☎23−3964

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

12:30 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

（旧観音寺市H25 年
  7月25日～8月31日生まれ）

（大 野原 町・豊 浜 町　
 Ｈ27年７月・８月生まれ）

（旧観音寺市H28 年 5 月生まれ）

（旧観音寺市H27年 8 月生まれ）

ゆう酸素リフレッシュ体操

ふれあい広場

3カ月児健診

のびのび教室

いき

旧常

大集

いき

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

愛あいサークル

はつらつ会

もぐもぐレッスン

愛あいサークル

はつらつ会

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

連絡先要予約

共福

☎　２３－３９６４
☎　２３－３９６２
☎　２５－７７９１
☎　２３－３９６３

健 康 増 進 課
子 育 て 支 援 課
地域包括支援センター
社 会 福 祉 課

高
常
木
伊

旧競
大集 大野原中央集会場

旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
市役所１階相談室
愛育会行事

高

常

高

（H28年９月生まれ）

３

（旧観音寺市H2８年１２月生まれ）

ＤＭＭと表示された架空請求のメール　　
　携帯電話にＤＭＭ相談窓口からショートメッセージサービス（Ｓ

ＭＳ）でメールが届いた。「有料サイトの閲覧履歴があるので、至

急連絡するように。連絡がない場合は法的措置を取る」という内

容だった。慌てて電話をかけると「未払い金があるので支払って

ください」と言われた、などの相談が多数寄せられています。こ

れは「（株）ＤＭＭ．ｃｏｍ」をかたって電話番号宛てに無差別に送

られた架空請求のメールです。このようなメールが届いても、慌

てて業者へ連絡してはいけません。不安なときは、香川県西讃県

民センターや警察に相談してください。

　　　　　　　香川県西讃県民センター

　　　　　　　　　　　　　☎２５－５１３５

　　　　　　　商工観光課　☎２３－３９３３

問い合わせ先

市相
旧常

保

保
保

保
保

（大 野原町・豊 浜町　
 Ｈ28年１１月・１２月生まれ）

保

献血

旧競

高

高

常

常

支えあおう！市税は
　　みんなの未来のために

○市税は決められた期日までに納めましょう。
○市税の納付は、安全・便利な「口座振替」を

おすすめします。

税務課　☎２３－３９２２

愛

愛
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